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Comparing University IR (Institutional Research) with Corporate IR (Investor Relations), 
we investigate the aim and activities of University IR. From this point of view, University 
IR is defined as “strategic management responsibility that integrates finance, 
communication, marketing (through researches, decision makings by campus leaders and 
policy makers,  development of curriculum and programs, organizational optimization, 
resource arrangements) and compliance to enable the most effective communication 
between other universities and institutes, banks and companies, evaluation organizations, 
students and alumni, parents and teachers, to ultimately contributes to a university’s fair 
valuation’. Using this definition, we discuss how to introduce University IR and possibility 
of constructing student behavior models. At last section, we explain the plan of Nagasaki 
University educational IR. 
 



















次に，IR 発祥の地である米国3)の AIR（Association 
for Institutional Research）のホームページより，米
国では IR をどう考えているか抜出してみる 4)：       
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日本で IR の重要性が認識されたのは 2000 年頃
からであり，米国の事例に学びつつ，各大学で独
自の工夫と模索を行って来たようである。しかし，
IR の名の下に行われていることや IR の有効性は
認識されつつも，IR とは何か理解しにくい点があ








2. 企業の IR 活動とマーケティング活動 
 企業の IR というと Investor Relations の略称で


























































大学 IR について 







3. 企業 IR と大学 IR の比較 





































  …企画，プログラム編成， 
   入試，カリキュラム 
 資源配分 
  …上級職研究者の研究上の支援， 













(4) 学内コンプライアンスも IR の一貫である。 
(5) IR を行うことは大学の果たすべき責任である 
 
 (5)は AIR の原文中に出てくる「教育研究機関の
果たすべき責任（institutional responsibility）」その
ものと言える。 






 以上，Investor Relations と Institutional Research
を敢えて IR という略称で混用することで，却って，
大学 IR の本質を明らかにすることができた。 
 
4. 大学 IR 実現と発展の道筋 
 大学 IR を 3 の（＊）のようなものとして考える
ことにすると，大学経営の極めて大きな改革と言
え，構築運営への道のりはかなり長いことになる。 
 大学 IR でよく言われる「感や経験に頼らないデ
ータに基づく科学的な経営」という部分は 3 の(3)
で述べた部分であり，このマーケティング的視点
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5. 教学 IR における学生行動モデル研究の可能性 








る BME (Blackwell-Miniard-Engel) モデルまで，さ
まざまな観点での研究が重ねられてきた 6)。 













6. 教学 IR 構築に向けての長崎大学の取組み 
 長崎大学でも，まず，3 の(3)の部分に注力した
教学 IR体制の構築から始めることになっている。 
 長崎大学で IR 構築を公的に表明した文書は，長
崎大学の中長期情報政策を明記した「ICT マスタ
ープラン 2012」（2013 年 3月制定）と，その第Ⅰ
期行動プランを掲げた「ICT アクションプラン
2012」（2013 年 3月制定）が最初である。 




大学 IR について 






の設置（2013 年 5月） 
  学生ポートフォリオを中核とし，SNS 機能と
LMS を内包する教育学習システム LACS
（ Learning Assessment and Communication 
System）の導入のために設置された協議会が，
教学 IR の審議組織にもなる。 
②教学統合 DB の構築（ほぼ完了） 
 分析系 DW・分析ツールの導入（準備中） 
③教学 IR 部門を持つ大学教育イノベーションセ
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